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.2面…10月は違法駐車追放月間

.3薗・一博物館プラネタリウムを

.4・5面一環境基本条例の制定

に向け概要を公開します

.A. I馬入・光と風の花づつみ」では、たくさんのボランティアが草取りなどをして、花を育てています v昨年は家族連れなどで連日にぎわいました

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
始
め
ま
せ
ん
か

同
じ
コ
ス
モ
ス
畑
で
も
、
思
う
こ
と
は
人

そ
れ
ぞ
れ
。
そ
こ
で
、
あ
る
家
族
に
ご
登
場

い
た
だ
き
、
話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

妻

今

年

の

見
ご
ろ
は
十
月
初
め
だ

っ
て
、
相

模
川
の
コ
ス
モ
ス
。

夫

去
年
か
ら
花
畑
に
な
っ
た
馬
入
の
河
川
敷

の
こ
と
?
あ
そ
こ
は
昔
、
一
面
の
草
原
で

風
情
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
特
に
秋
が
ね
。

妻

い

つ

ご

ろ
の
話
?

夫

二
十
年
く
ら
い
前
か
な
。

委

や

っ
ぱ
り
ね
。
お
花
畑
に
な
る
前
、
ど
ん

な
だ

っ
た
か
知
ら
な
い
で
し
ょ
う
?

「ご

み
捨
て
場
」
み
た
い
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
。

夫

工
場
地
帯
の
裏
で
、
目
立
た
な
い
か
ら
ね
。

萎
洗
濯
機
や
自
動
車
ま
で
あ
っ
た
の
よ
。

夫

で
も
、
花
畑
に
し
て
も
不
法
投
棄
の
棋
本

的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
よ
。

妻

思

っ
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
何
も
変
わ
ら
な
い

ゎ
。
看
板
を
立
て
た
り
、
さ
く
を
作
っ
た
り

し
て
も
、
ご
み
は
な
く
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
、
お
花
畑
に
し
た
の
よ
。

夫

平
塚
で
も
、
自
然
の
石
や
木
の
く
い
で
岸

を
つ
く
っ
て
い
る
所
も
あ
る
ん
だ
ろ
?

萎

い
ろ
ん
な
や
り
方
が
あ
っ
て
い
い
と
思
う

ゎ
。
そ
れ
に
、
あ
の
お
花
畑
で
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
種
ま
き
や
草
取
り
を
し
て
い
る
の
よ
。

あ
な
た
も
見
習
っ
た
ら
?

夫

川
風
、
秋
空
、
赤
ト
ン
ボ
:
・。
気
持
ち
い

い
ん
だ
よ
ね
、

河
原
は
。

事
官
話
を
そ
ら
さ
な
い
で
よ
。

娘

ね
え
、
パ
パ
。
私
が
大
人
に
な
っ
て
も
、
き

れ
い
な
お
花
畑
は
あ
る
か
な
あ
?

夫

そ

う

だ

ね
。
み
ん
な
の
行
動
し
だ
い
だ
ろ

う
ね
0

.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
草
取
り
の
予
定
日

9
月
山崎
巳
(金
)
、
お
日
(土
)、

川
月
2
日
(
主
)
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ームのまとまりが甲子園に
大応綾田の声援がベンチ を布い立 たせ

たとマネージャーの川井君。平塚 学 問高

校硬式野球部の強さにつ い て請を聞 きま

した。取材は出縄智子 さ ん(万田)

写真を見て甲子園を振り返る、左から

及川 部長、上野監督、 川 井君
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〈平爆市の人口と世清・平成10年8月1日現在〉・人口254.457(+79)・世待91.965(+113)※かっこ内の数字は前月比 食広報ひらつかは再生紙を使っています

水政課(内線784)

こ
の
夏
、
大
き
な
感
動
を
与

え
て
く
れ
た
平
塚
学
園
を
訪
れ

.

た
の
は
二
学
期
が
始
ま
っ
た
ば

'

か
り
の
昼
下
が
り
。
試
合
中
い

ト

つ
も
笑
顔
で
選
手
と
接
し
て
い

川

た
上
野
貴
士
監
督
、
静
か
に
見

(

守
っ
て

い
た
及
川
賢
部
長
、

4
黙
々
と
ス
コ
ア
を
付
け
て
い
た

.

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
川
井
学
君
の

.

三
人
に
訴
を
伺
い
ま
し
た
。

-

甲
子
園
に
初
出
場
し
、

一
勝

.

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で

・

す
。
し
か
し
監
督
も
部
長
も
今

・

回
の
こ
と
で
世
間
か
ら
む
し
ろ

・

厳
し
い
目
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

・

な
る
と
戒
め
、

川
井
君
を
始
め

・

部
員
に
も
そ
の
こ
と
が
行
き
渡

・

っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

-

そ
れ
で
も
監
督
は

「選
手
た

・

ち
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
甲

.

子
園
の
砂
は
、
び
ん
に
入
れ
て

.

大
切
に
家
に
世
い
で
あ
る
」
と

.

う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
ま
た
選

'

手
た
ち
は
各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
砂

十

を
ま
い
た
と
の
こ
と
で
、
後
輩

ー

に
は
何
よ
り
の
贈
り
物
で
す
。

固

• • 

今
回
こ
こ
ま
で
や
れ
た
の
は

三
年
生
部
員
が
よ
く
ま
と
ま
っ

て
い
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
パ

ッ
テ
ィ
ン
グ
ピ
ッ
チ
ャ
ー
や
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
レ
ギ
ュ
ラ
ー

以
外
の
部
員
が
き
ち
ん
と
務
め

を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
監
督

に
し
か
ら
れ
た
と
き
や
負
け
た

試
合
の
後
に
は
、
部
長
や
川
井

君
の
フ
ォ

ロ
ー
が
適
切
だ
っ
た

と
聞
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
三
人
の
女
子
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
悔
の
ケ
ア
は
も
ち
ろ

ん
、
お
守
り
袋
を
作
っ
た
り
千

羽
鶴
を
折
っ
た
り
と
様
々
な
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
が
う
ま
く
か
み
合
っ
て

甲
子
園
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。

「う
ち
は
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム

の
洗
濯
を
三
年
生
が
積
極
的
に

す
る
。
甲
子
闘
で
も
川
井
た
ち

が
毎
晩
遅
く
ま
で
や
っ
て
く
れ

た
」
と
の
監
督
の
一言
葉
が
印
象

的
で
し
た。

「今
回
の
こ
と
は
彼
ら
に
と

っ
て
通
過
点
、
野
球
を
通
し
て

人
間
形
成
を
」
と
既
替
も
部
長

も
心
か
ら
選
手
を
思
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
良
き
指
導
者
に
恵
ま

れ
て
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

平
学
ナ
イ
ン
は
も
う
一
度
、
十

月
の

M

ゆ
め
国
体
H

で
活
躍
と

か
。
あ
の
粘
り
の
平
学
旋
風
を

再
び
期
待
し
つ
つ
、
心
か
ら
お

め
で
と
う
の
言
葉
を
送
り
ま
す
。
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違
反
車
両
の
た
め
に
パ
ス
は
停
留
所
に
近
づ
け
な
い

タイ7tキシシの削減対策工事
環
境
事
業
セ
ン
タ

ー
で
は
、
人
体
へ
の

影
響
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
に
つ
い
て
、
臓
提

物
処
理
法
に
基
づ
く

平
成
十
四
年
十
二
月

か
ら
の
維
持
管
理
の

恭
準
値
〈
連
続
運
転

の
既
設
炉
は
排
出
ガ

ス
l
d
あ
た
り
1
ナ

ノ
4

(
1
ナ
ノ
イ
は

m億
分
の
1
4
)
〉

に
あ
っ
た
施
設
に
す

る
た
め
、
大
規
模
な

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
削
減

対
策
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す。

工
事
の
完
了
予
定
は
平
成
十

一
年

度
で
、
三
つ
の
焼
却
炉
を

一
炉
ず
つ

停
止
し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。
工
事

期
間
中
、
焼
却
し
き
れ
な
い
ご
み
は
、

近
隣
の
市
に
委
託
し
、
処
理
し
ま
す

m
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※
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
平
成
十

年
十
二
月
か
ら
平
成
十
四
年
十
二
月

ま
で
の
既
設
炉
の
維
紫
晶
表
単
値

は
、
加
ロ
同
l

目。
¥
Z足
以
下

十
月
は
、
辿
法
駐
車
追
放
強
化
月

間
で
す
。
み
な
さ
ん
は
、
「
ち
ょ
っ
と

だ
け
:
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
迩

法
駐
車
を
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
本
人
は
、
ほ
ん
の
数
分
の
つ
も

り
で
も
、
そ
の
違
法
駐
車
の
車
両
の

た
め
に
パ
ス
が
停
留
所
に
近
づ
け
な

か
っ
た
り
、
一
分

一
秒
を
争
う
赦
急

車
や
消
防
車
が
現
場
に
到
消
す
る
の

が
遮
れ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
放
前
自

転
車
や
バ
イ
ク
は
、
追
を
ふ
さ
ぎ
、

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
に
と
っ

て
歩
き
に
く
く
危
険
な
状
態
と
な
り

ま
す
。

レッカー移動しでも数

分後には同じ場所に駐車

している車があります。

i準法駐車ーをなくすには取

り締まりに頼らなくては

ならないのでしょうか。

九
月
二
十

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
十
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が

全
国

一
汗
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
特
に
多
い
の
が
高
齢

者
の
交
通
事
故
で
す
。
市
内
で
も
今
マ
二
輪
車
の
事
故
に
も
気
を
つ
け
て

の
大
き
な
事
故
か
ら
あ
な
た
の
命
を

年
七
月
ま
で
の
高
齢
者
の
事
故
は
、

交
差
点
で
は
、
必
ず
一
時
停
止
ゃ
ん
寸
り
ま
す
。
巡
転
者
は
も
ち
ろ
ん
同

昨
年
に
比
べ
て
七
件
多
い
百
五
十
七
徐
行
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ヵ
l

乗
車
も
シ
1
ト
ベ
ル
ト
を
活
用
し
ま

件
発
生
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
歩
プ
の
手
前
や
下
り
坂
で
は
ス
ピ
ー
ド
し
よ
う
。
ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

い
て
い
た
り
自
転
車
に
来
っ
て
い
た
を
落
と
し
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
プ
レ
ー
に
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
や
ジ
ユ

り
す
る
姿
を
見
か
け
た
ら
徐
行
す
る
キ
が
必
要
な
い
迎
転
を
し
ま
し
ょ
、っ
。

ニ
ア
ン
1
ト
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

な
ど
「
思
い
や
り
の
あ
る
述
転
」
を
マ
シ
l
ト
ベ
ル
ト
は
命
の
ベ
ル
ト

av担
当

交
通
安
全
課

(内
線
6
4

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

一
本
の
シ
1
ト
ベ
ル
ト
が
、

万
一

0
)

マ
内
容

労
務
…
H

理
、
労
働
基
準
法
、

労
働
保
険
凶
係
な
ど
の
相
談

一特
設
市
民
相
談
}

マ
期
日

叩
月
日
H
(木
)

マ
時
間

午
後
1
時
i
4時

マ
会
場

金
自
公
民
館

マ
内
容

・
一
般
市
民
相
談
(
円
常
生
活
で
困

っ
た
こ
と
な
ど
)

-
人
梢
相
談

(家
庭
、
職
場
、
隣
近

所
の
も
め
ご
と
)

・
行
政
相
談

(行
政
機
関
の
窓
口
対

応
な
ど
)

「も
し
も
自
分
が
迷
惑
を
受
け
る
立

場
に
な
っ
た
ら
」
と
一
人

一
人
が
考

え
る
こ
と
で
違
法
駐
車
や
放
位
自
転

車
の
な
い
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
交
通

環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
支
通
安
全
運
動

臨E語護婦を募集
市民病院では、臨時看護婦を

若干名募集します。

b勤務日 月~金曜日

b勤務時間 午前8時30分~午後

4時

b時給 1，175円 (賞与あり)

b応募資格 昭和34年4月2日以
降に生まれた看護婦免許をお持

ちの方

b応募方法 9月22日(火)までに

市販の履歴書に必要事項を記入

し、看護婦免許証の写しを添え

て市民病関両院総務課(〒254-
0015南原1-19-1)ヘ

岡 市民病院病院総務課

(ft32一0015 内線3197)

持 全
宣言 日
綴 定
耳凶 け

~ じ
明=1 や

還警
窪 号
闘 い
自

十
月
十

一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は

秋
の
行
政
週
間
で
す
。
日
常
生
活
や

年
金

・
労
務
管
理
で
の
悩
み
は
あ
り

の
で
、
ご
家
庭
で
の
一
一
胞
の
ご
み
減

量
化
、
資
源
化
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
事
業
セ

ン
タ
ー
(宮
町
1
6
6
1
5
)
へ。

喧主
ヲ信
事型
玄 審
議Eテ
会 |
活ヨ マ
極 に
麗
lとー

平
成
ト
二
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
す

る
介
護
保
険
制
度
を
テ
1
マ
に
市
民

プ
ラ
ザ
で
「
社
会
稿
祉
展
」
を
聞
き

ま
す
。
社
会
全
体
で
高
齢
者
の
介
護

を
支
え
て
い
く
仕
組
み
を

一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日

程

叩

月
1
日
(
木
)
i
6
日

(火
)

マ
時
間

午
前
凶
時
1
午
後
6
時
却

分

(叩
月
6
日
は
午
後
3
時
ま
で
)

マ
内
容

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

の
パ
ネ
ル
展
示

お
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
福
祉
協

誠
会
(宮
お
1
2
3
3
3
)
へ。

ま
せ
ん
か
。
専
門
の
相
談
只
が
あ
な

た
の
悩
み
を
お
伺
い
し
ま
す。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
活
動
推

進
課

(内
線
2
9
3
)
へ。

一特
設
社
会
保
険
・
労
務
相
談
}

マ
期

日

日
月
日
円
(
火
)

マ
時
間

午
前
日
時
1
午
後
4
時

マ
会
場

市
役
所
1
附
市
民
ホ
l
ル

ーー・・--・ー・・国曙・・・ー._-
~t'J協?と歩ιつ潮崎'湾Jそ縁

• 10月4目、歩行者に開放 揖ir

10月22日に開通(一般車
の通行は午後3時から)する
「湘南銀河大橋」。相働11の馬
入橋と神川|橋の中間に位置す
る長さ520.3mのこの橋を開
通前にみんなで歩いてみませ
んか。参加者には、記念品が
配られます。(数に限りがあ
ります)
b日時 10月4日(日)
P時間 午前10時~午後3時
※平塚、寒川の両側から入
場できます。(自転車、バイ
ク、自動車の通行はできま
せん)
園 田県道推進室 側線411)平塚の新名所「湖南銀河大橋J

回附固・四聞回目園u沼町四 IJ l n ・1.，=き.W'~~~jヨ政調

・保 母…………若干名 .臨床工学技士・……・・ 1名
sH利 51年4月2日-5411"・4月Irlの 間 昭和48年4月2円以降に生まれた臨

に生まれた保母の資格を桁する人、 床工学技士の資格を有する人、 また

または平成11年3月までに資物取伴見 は資的取得凡込みの人。 rli民州院で

込みの人。4年生大学卒業主Tは除く 。 専 門技術淡ー務に従事する

ill立保行掴で保育業務に従4j:する

我が家の防災対策を再確認く連載⑨〉

生活習慣を点検しておこう

。 申し込み方法(共通) 市役 所31惜の験日繰でお配りする 「申込許」に必

要'JT.JJ.iを記入して、9月21日-30日の聞に本人が包接、職員課に提出するの

1次試験は10月17口、採川予定nは平成11年4Jl1日。

。問い合わせ先職員課 (内線321)

、，〆
，

・

ー

・
• 

阪神大震災から 3年 8か 月 、 災 害

は忘れたころにやってきます。生活

習慣の中に被告を大きくする原因が

ないか、点キ余しておきましょう 。

-ガスの元栓は毎日閉める

-てんぷらなどを料理中に火元を離
れるときは火を消す

.電熱器具は使うたびにコンセント

を抜く
・棚には重いものを下に位く

・家の内外の毅迎畿とんをする

O担当 防災謀 (内総143)

駅前市民窓口センター (MNピJレ10階)では、土 ・日臨日や祝日なども「住

民票の写しJ、「印鑑登録証明書J芯ど市の諸証明を発行しています。

。 利 用 で き る 時 間 午 前9時~午後 5時(毎月第 3日曜日と年来年始は休み)

※「住民異動届」、「戸籍届密Jの受け付けは市役所本庁のみです

休日でも住民票がとれます
@駅前市民窓口センター022-1001
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テ
レ
ビ
東
京
の
人
気
番
組
「
開
運

な
ん
で
も
鑑
定
団
」
で
お
な
じ
み
の

骨
と
う
屋

「か
ら
く
さ
」
庖
主
・

中

島
誠
之
介
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
市

民
文
化
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

演
題
は

「
古
美
術
の
見
方

・
楽
し

み
方
」
で
す
。
入
場
無
料

四
月
初
日
(
火
)
午
後
1
時

マ
日
時

開
場

マ
会
場

中
央
公
民
館
ホ
l
ル

マ
定
員

制
人

(先
着
順
)

お
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

(
一
人

一
枚
)
に
住
所
、

氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
文
化
行

講師は 「いい仕事してますねえJの

中島誠之助さん

市
民
文
芸
の

入
選
者
発
表

市
民
文
芸

「夏
の
部
」
の
入
選
者

が
決
ま
り
ま
し
た
。
各
部
門
の
一
席

か
ら
三
席
に
選
ば
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
(敬
称
略
)

.
俳
句

題
「
サ
ル
ピ
ヤ
」
「打
水
」、

応
募
初
句

マ
一
席

「塀
裾
の
サ
ル
ビ
ヤ
低
く
独

り
住
む
」
向
山
美
津
子

(
河
内
)

マ
二
席
「
飛
び
石
の
つ
な
ぐ
二
世
帯

水
を
打
つ
」
江
原
千
鶴
子

(
入
野
)

マ
三
席

「サ
ル
ピ
ヤ
を
児
等
の
数
植

え
保
育
園
」

斎
藤
き
く

(諏
訪
町
)

.
短
歌

越
は
自
由
、
応
募
郎
首

「出
凸
と
一言
わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
今

年
は
、
月
も
暗
く
、
過
去
の
デ
l
タ

か
ら
、
束
ア
ジ
ア
の
空
に
見
ら
れ
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
し
し
座
流
星
群
」
を
ひ
と

足
先
に
博
物
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
投
影
日
時

日
月
8
日
(日
)
ま
で

の
土
・
日
曜
日
、
午
前
日
時
と
午
後

2
時
の
2
回

(1
四
倍
分
)

A'観覧
料

肌
円

※
観
覧
券
は
、

当
日
午
前
九
時
か
ら

博
物
館

一
階
受
付
で
発
売
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
博
物
館

(宮

お
|

5
1
1
1
)
へ
。

最
優
秀
賞
に

女
シ
ル
ス
マ
リ
ア

女
ソ
l
イ
ン
グ
ハ
ウ
ス
タ
カ
ハ
シ

脂
舗
の
近
代
化
や
消
費
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
な
ど
を
競
う

「平
塚
庖
舗

コ
ン
ク
ー
ル
」
が
八
月
二
十
日
に
聞

か
れ
ま
し
た
。
参
加
は
十
五
届
舗
で
、

審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

マ
一
般
小
売
業
庖
の
部

・
最
優
秀
賞
シ
ル
ス
マ
リ
ア

(郎

城
ケ
丘
)

・
優
秀
賞

章
一回
酒
蔵
庫

(桃
浜

女

t
男
の
フ
ェ
ろ
苔
・パL
M

才
べ
『
づ
『
蝶
々
夫
人
』
ハ
イ
ろ
イ
ヴ

マ
会
場

中
央
公
民
館
ホ
l
ル

マ
入
場
料

A
席
二
千
五
百
円
、

B

席
二
千
円

マ
前
売
り

9
月
お
口
(祝
)
か
ら
M

N
ビ
ル
叩
階
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ

ザ
で
販
売
。
販
売
時
間
は、

午
前

9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

購
入
は
、

1
人
5
枚
ま
で

※
体
の
不
自
由
な
方
は
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
保
育

(2
歳
か
ら
就

学
前
ま
で
)
を
ご
利
用
の
方
は
、
購

入
時
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ
は
、
女
性
行
政
推

進
室

(2
2
1
3
0
3
7
)
へ。

町
)、
ア
ヴ
ア
ン
ギ
ヤ
ル
ド
マ
ー
ケ
ッ

ト

(夕
陽
ケ
丘
)

・
優
良
質

ア
リ
ス
の
部
屋

(見
附

町
)
、
き
ね
弥
本
舗

(紅
谷
町
)
、

ー

シ、、，，
 

カタスウハ
ア

ク
リ

ン
マ

イ
ス

一
ル

ソ
シ

企

4

同一

2
5
5
(兵
士
)
、

(宮
の
前
)

マ
飲
食

・
サ
ー
ビ
ス
業
庖
の
部

・
最
優
秀

賞

ソ

l
イ
ン
グ
ハ
ウ
ス

タ
カ
ハ
シ

(中
原

一
丁
目
)

・
優
秀
賞

E
A
T高
村
庖

(万

田
)
、
く
い
も
の
市
場
瀧

(袖
ケ
浜
)

・
優
良
質

美
容
室
ア
1
ル
ア
ン

(
代
宮
町
)、
中
国
菜
館
楊
貴
妃

(中

原

一
丁
目
)
、
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ

1
テ

ィ
l
サ
ロ
ン

L

(中
原
一
丁
目
)、
と

ん
か
っ
と
ん
き

(平
塚
二
丁
目
)、
八

十
八

(平
塚
五
丁
目
)

十

一
月
十
七
日
の
夜
か
ら
十
八
日

の
明
け
方
に
か
け
て
、
夜
空
い

っ
ぱ

い
に

「し
し
座
流
星
群
」
の
大
出
現

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

「し
し
座
流
星
群
」
の
大
出
現
に

は、

三
十
三
年
前
後
の
周
期
が
あ
り
、
こ
の
春
、
新
国
立
劇
場
で
好
演
し

一
九
六
六
年
の
北
ア
メ
リ
カ
で
は
、
た
松
本
美
和
子
さ
ん
が
、
オ
ペ
ラ

一
分
間
に
一
千
個
も
の
星
を
降
ら
せ
、
蝶
々
夫
人
の
名
場
面
を
演
じ
ま
す
。

そ
の
様
子
は
流
星
雨
、
ま
た
は
流
星

マ
日
時

日
月
刊
日
(火
)午
後
6
時

冊・・
酬・・
柵・・剛・・
酬'・
剛・・
剛・・剛・
・剛・・酬・
・酬・
・剛'・榊
・・申・・剛・・
一柵・・酬
9

・酬
・・剛
4

・酬・・酬・・醐
φ
e

剛・
・剛・
・柵φ
・剛'・剛・・附
・・剛・・剛・・
醐・・剛
・・剛
・・剛・・
柵・・
申・・酬・・酬
・・
酬・・酬・・榊・・酬'・柑・・剛
・・
酬・・
剛・・柵・
・酬
-A'酬・・
榊φ
・柵'・
山

政
推
進
室
市
民
文
化
講
演
会
係

(干

マ
一
席

「杖
と
め
て
ふ
り
か
え
り
見

制
|
制
見
附
町
日

l
1市
民
セ
ン
タ
る
八
十
年
光
も
影
も
つ
か
の
間
の
虹
」

l
内
)
へ
。
手
話
通

訳

を

希

望

の

方

府
川
秋
子
(
上
平
塚
)

は
、
そ
の
旨
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
二
席

「雨
上
が
る
視
界
を
織
り
て

お
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

ひ
る
が
へ
る
燕
の
黒
き
飛
期
日
に
追

進
室

(色
沼
|
2
2
3
5)
へ
。

ふ
」
斎
藤
鋭
子
(
虹
ケ
浜
)

?
?
?
?
?
?
?
?
?
?

マ
三
席

「く
ど
い
程
身
を
守
る
術
子

に
伝
う
事
件
多
し
と
紙
面
語
れ
ば
」

一千
沢
か
づ
子

(
見
附
町
)

-
川
柳

題

「裸
」、
応
募
出
句

マ
一
席
「
出
直
し
の
裸

一
貫
故
郷
を

捨
て
」
根
野
米
花

(田
村
)

マ
二
席

「組
伏
せ
た
裸
が
空
気
抜
く

浮
輪
」
石
井
進

一
朗

(ふ
じ
み
野

一

丁
目
)

マ
三
席

「そ
こ
こ
こ
に
裸
殖
や
し
た

ビ
ッ
グ
パ
ン
」
土
谷
正
(
大
島
)

-
現
代
詩

題

は
自
由
、
応
募
詑
編

マ
一
席

「お
し
ろ
い
ば
な
」
黒
部
達

也

(四
之
宮
)

マ
ニ
席

「夏
休
み
」
飯
島
知
佐
子

(中
原
一
丁
目
)

マ
三
席

「息
抜
き
」
尾
上
其
知
子

(東
八
幡

一
丁
目
)

ロ
リ
ポ
ッ
プ

はじめての自転車に挑戦
自転車に乗れない女性と小学生を対象に、平

塚競輪場で自転車教室が聞かれます。「自転車
に乗るのは初めてJというみなさん、ぜひ、ご参
加ください。
お申し込みは、9月25日(金)までに電話また

は、はがきに住所、氏名、年齢、電話番号、身長、小
学生教室の方は希望日を記入し、平嫁競輸場
(〒254-0801久領堤5-1)ヘ。
・女性教室
b日程 10月10日(祝)• 11日(日)の2日間
b時間 午前9時30分~午後4時
b対象 市内にお住まいの中学生以上の女性
b定員 20人(抽選) 1>参加料 1，000円
・小学生教室
b日程 10月10日(祝)-11日(日)のいずれか

1日
午前10時30分~午後3時30分
市内にお住まいの小学生
各回10人(抽選) 1>参加料 500円

田 平塚競積場(ft21-3935)

1>8事間
P対象
b定員

高等学校野球競技に

平塚挙園放出場レますべILマーレカラーで競技場を埋めよう
国体秋季大会の高等学校野球競技で、平塚学岡高校が参加12校に

選ばれました。 さわやかな汗と涙、感動のドラマを繰り広げた互の

甲子 園大会が再現されます。会場は平塚球場と大和引地台!Il}球場。準決勝、決

勝 (10月27日、28日の予定)は平塚球場です。 どうぞ、 ご声援ください。

-出場校 ~;~;-総学院(茨城)

桜美林 (東京) 横浜(神奈川)

平塚学園(神奈川) 星駿〈石JII)

王立回大谷(愛知) 京都成君主(京都)

閑大ー (大阪) PL学園(大阪)

浜田(品根) 明徳義幾(高知)

鹿児島実業(鹿児ぬ)

くかながわ ・ゆめ国体秋季大会〉今年10月24日-29B

当 日券のみ(一般300円、

小中高校生100円)

. 10月25日正午一、26-

28日午前911寺~

。販売場所球場チケット充り場

。組み合 わせ 9月24日の抽選会で決定

。 問い合わせ先 国体推進課 (内 組152)

O入場 券

。販売時間

平塚競技場でベルマーレ平塚に声援を送ってみま

せんか。応援することで、だれでも i12番目の選手

(サボー ター)Jになれるんです。チケット販71訪rrなど

のお問い合わせはスポーツ振興財団包括ー0102へ0

0平塚競技場ホームゲーム 9月19日(土)18時30分

~ ヴイッセル神戸、 10月14日(水)19時~サンフレッ

チ ェ広 島、 10月21日(水)19時~コ ンサ ドー レ札幌、

10月31日(土)15時~鹿島アン トラーズ、 11月7日(土)

15時~ カンパ大阪

。前売 り料金 SS席4.500円、 SAゾー ン3.600円、ブ

ロック指定2.700円(小 ・中学生1.400円)、立ち見

1.800円 (小・中学生900円)

9月23日(祝)総合公園で、気軽に楽しめるニュースポーツを体験したり、 学

生 サ ッ カ ー の 試 合や武道サークルの演 武 を観戦した りしませんか。

参加自由・見学自由のイベントが、陸上競技場や野球場、総合体育館主主ど、

総合公圏全 体で繰り広げられます。 O問い合わせ先 スポーツ課ft31-3060

東海大学・神奈川大学と
スポーツを通して交流しよう

「箱根駅伝j出場選手によるジ、ヨギング教室も!-



電話23・1111・35・1111平場市役所

集持 国平成10年9月15日

み
な
さ
ん
の
声

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
。来所 毎週月~金曜日10時

~17時

。電話 毎週月~土曜日9時

~1 7時(第2 第4土曜日を

除く)

子育て相談室
(須賀保育園2階)

821-7639 
-毎週月~金曜日9時30分~

16時

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
多
く

は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
耶

業
活
動
が
杭
接
の
原
因
で
あ
り
、

そ
の
路
響
は
子
や
孫
の
世
代
に

ま
で
及
び
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
た
に

「(仮
称
)

平
塚
市
部
境
基
本
条
例
」
を
制

定
し
ま
す
。
こ
の
条
例
で
は
、

市
民

・
明
染
者

・
行
政
な
ど
が

a

体
と
な
っ
て
解
決
に
取
り
組

み
、
部
境
共
生
都
市
を
め
ざ
す

た
め
の
器
本
的
な
枠
組
み
を
定

め
ま
す
。

制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
条
例

9
月
辺
白
か
ら

概

要

を

公

開

青少年相談室
(市民センター2階)

岱 34-7311
。青少年相訪(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日 10時~1 7時
"，旬で‘.'Ph与し

く〉ヤングテレホンn33-7830
(青少年専用夕、イヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時~18時30分)

10月8日(木) 10時~15

健康相談
(保健センター)

834-0311 
く〉電話 毎週月~金曜日10時

~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~10時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

ft . FAX32 -2738 

一
:
:
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
今
で
き
る
こ
と
、
身
近
な
こ
と
か
ら
ま
ず
行
動
を
起
こ
し
:
・
:
環

境
に
や
さ
し
い
都
市
ひ
ら
つ
か
の
実
現
に
努
め
て
い
く
:
:
・
」
(
釘
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
原
宣
言
か

ら
)
。
罷
境
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
環
境
共
笠
都
市
を
め
ざ
す
た
め
の
基
本
的
な
方
向
を
示
す

も
の
と
し
て
、
(
仮
称
)
平
原
市
環
境
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
す
。
九
月
二
十
二
日
か
ら
は
、
そ
の

概
要
を
公
開
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

の
概
要
を
公
開
し
、
よ
り
広
く

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
率
直
な

ご
意
見
を
う
か
が
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
条
例
の
検
討
に
あ
た

っ
て
は
市
民
代
表
の
委
只
を
含

め
た
環
境
懇
話
会
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

子寓て相E員室

お
寄
せ
く
だ
さ
い

私たちは環境のために何を目指すべきか
~懇話会の提言かう抜粋~

環
境
問
題
は
、
か
つ
て
な
い
，

ほ
ど
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
公
害
の

発
生
や
自
然
破
岐
に
加
え
、
資

源

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
門
M
消
批

や
ご
み
問
題
、
温
暖
化
や
オ
ゾ

ン
府
の
破
壊
と
い
っ
た
地
球
的

規
枚
の
問
題
も
発
生
し
て
い
ま

環
涜
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

ノ

一
人
一

人
が
解
決
に
取
り
組
も
判
〈
ノ

オ
フ
ィ
ス
の
昼
休
み
な
ど

不
要
な
照
明
は
消
そ
う

83自2
り然宗

育親点
てし立
よみ五三
っ こコ

環境負荷の少ない持続的
発展が可能な都市形成

地平
小山 理署

主会予h 様 b

""k:1':境 し
1"，，111111保い
弓Wι全や
「品へり
~轟方
半ニム 献で…ー

近距灘は自転車で、
遠距雛は電車 ・パスで

市民相談室
(市役所 1階)

823-1111内線293
※一般法律は予約制。健康は保健

福祉総合相談ヘ移動

。人権 10月6日(火)、 10月20

日(火) 13時~1 6時

く〉行政 10月20日(火)、 11月

17日(火)13時~16時

。一般法律 毎週水曜日と毎

月第4木曜日 13時~16時

。登記・供託・測量 10月9

日(金)13時~16時

。住宅新改築 10月20日(火)、

11月17日(火)13時~16時

o発明・考案・特許 10月5日

(月)10時~15時

く〉労働 10月8日(木)、 11月12

日(木)1 3時~16時

。下請け取り引き 9月17日

(木)13時30分~16時

。年金・社会保隣・労災

13日(火)1 0時~15時

。消費生活 毎週金曜日9時

-16時

気づき、考え、
行動できる
「自発的環演市民J

※「関境負荷」とは、人の活動による環境への恕影怨のことを指し、「持続的発展が可
首~J とは、自然の回復能力の範囲内に環境負荷を抑えることにより 、 将来の世代も
環境の恩恵を受けられるととを示します

※ 「循環型社会」とは、廃棄物の減量化、資源化やエネルギーの効率的利用恕どが達
成~才1た社会を指します

」Ej空省審児童Z書き察要室主2金三 ZEご覧貧富雲要望九
れ、 : 内 い 呆策本制民 境 本 例 日さてスへ主主をし古口 f~i [!符 月
か各 :線合的定的 、 問 的 の でい」 で の 凡ぜ ま館セ報市二
ら図 : 6わ 推ギ施 こJJ 題 な 主 す 。と 「 手はひすでンコ民十
のi!i-: 5 せ進 年従 業 に 姿 な 。締 明環 紙 、 ぉ 。 、タ l ホ ニ
予館 : 9先 の次 1 者 取 勢 内 め記境 ・は得み条 lナ 1 日
定で .- た報環 、 り を容 切 し必ながせな例 lルか
はす ・ 環め 告 境 行 組 宣 りて本でき丘さの費、、ら

。 境の 寄生基 i改 む 言 はお条しまにん概'~ !択同
政施 な木 な 基 す 、送例こ fーさの要 時前 三 市
策 予定ど計 ど 本 る 十りにフほ しよごを 同市階役

舘
央
民

中
公錯

口側、
子
ど
も
教
育

園
E

相
銀
セ
ン
タ
ー

4

チ
民
ン

市
セ

.ち

良好な自然環境の
保全・創造

勺 p
くミ リサイJレはう段

ごみ、廃棄物の少忽い
循環型社会の梅築

。子どもの発達・発育の相談

-毎週月-水金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

宙遊134号

。婦人

時福祉会館

233-2333 
。専門(法律、金融、住宅、保

健医療・要予約) 10月8日

(木)13時30分-15時30分

く〉生活支援 毎週月~金曜日

8時30分~17時

。ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分-17時

。結婚 毎週日曜日 10時~15

時(第3日曜日は除く)

く〉母子 毎週月~金曜日9

時~16時

。家庭児童 毎週月~金曜日

9時-16時

く〉手話案内 毎週金曜日9時

-12時30分

。建築設計・耐震 10月12日

(月 )13時~16時

。高年齢者職業 9月17日

(木)、 10月1日(木)、 6日

(火)、 15日(木)9時~12時

o一般市民 毎週月~金曜日

9時~1 6時

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

223-1111内線671
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

〈新>0健康(相談員は保健婦)

9月21日(月)9時-16時

10月



第631号 (1日・ 15日発行)
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介
護
保
険
制
度

::・

1
:…
が
、
平
成
十
二
年

か
ら
始
ま
る
と
広
報
紙
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
市

の
方
針
な
ど
を
検
討
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
で
し
さ
?
か
。
ま

た
、
情
報
公
開
や
、
市
民
の
意

見
を
反
映
す
る
市
民
参
加
の
仕

組
み
づ
く
り
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
収
り
組

ん
で
い
く
の
か
教
え
て
く
だ
さ

し

広報ひうっか

(早
川
出
子
さ
ん

回

八
月
二
十
七
日
、

平
塚
市
環

境
懇
話
会
(
座
長

・
寺
本
俊
彦

神
奈
川
大
学
理
学
部
教
授
)
は
、

平
塚
市
の
こ
れ
か
ら
の
環
境
政

策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
長

へ
提
言
曾
を
提
出
し
ま
し
た
。

同
会
は
、
公
募
市
民
や
市
民

団
体

・
引
業
省
団
体
の
代
表
、

学
識
経
験
者
な
ど
十
六
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
提
言
に
あ

た
っ
て
は
、

「平
塚
ら
し
さ
」
を

大
切
に
し
、
優
れ
た
点
は
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
点
は
荘
実
に
改
善
し
て
い

く
と
い
う
悦
点
の
も
と
で
検
汀

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

議情報公開や市民参加は
策定委員会を公開。

利用者本位の運営に努めます

城
所
)

。
主
な
内
容
は

1

平
塚
の
あ
る
べ
き
姿
・

望

ま
し
い
環
境
像
:
・

「
平
塚
市
の

貨
危
な
財
産
で
あ
る
自
然
と
の

共
生
を
図
り
な
が
ら
、
快
適
で

住
み
よ
い
生
活
環
境
を
確
保
し
、

さ
ら
に
市
域
外
に
対
し
て
も
先

駆
的
な
役
割
を
担
っ
て
情
報
を

発
信
し
て
い
く
」
こ
と
な
ど
、

平
塚
市
の
と
る
べ
き
方
向
を
示

し
て
い
る

2

環
境
像
を
実
現
す
る
た
め

の
基
本
的
な
考
え
:・

「地
球
規

模
で
考
え
、
環
境
に
や
さ
し
い

新
た
な
生
前
線
式
を
創
造
し
、

広
げ
て
い
く
環
境
発
信
都
市
の

8月27目、平塚市環境懇話会の
寺 本座長が吉野 市長 に提 言 書

を提出し ま した

実
現
」
な
ど
4
つ
の
基
本
的
な

考
え
方
を
述
べ
て
い
る

3

基
本
条
例
、
基
本
計
画
、

行
動
指
針

①
作
品
本
条
例
の
制
定

「

環

境

の
保
全

・
創
造
を
検
討
す
る
環

境
審
議
会
な
ど
の
新
し
い
仕
組

み
を
明
確
に
す
る
」
な
ど

②
基
本
計
凶
の
策
定
基
本
条

例
の
理
念
に
基
づ
き
、
具
体
的

な
目
標

・
施
策
を
明
ら
か
す
る
。

ま
た
、
地
域
に
応
じ
て
重
点
的

に
取
り
組
む
施
策
も
明
ら
か
に

す
る

③
行
動
指
針
の
作
成
法
本
計

画
の
実
行
性
を
確
保
す
る
た
め
、

市
民

・
事
業
者

・
行
政
の
と
る

べ
き
行
動
を
明
ら
か
に
す
る

4

積
極
的
に
推
進
す
べ
き
主

要
な
施
策
:
・

「部
境
に
つ
い
て

気
づ
き
、
考
え
、
行
動
で
き
る

『自
発
的
環
境
市
民
』
を
育
て
る

た
め
の
施
策
」
な
ど
、
5
つ
の

主
婆
な
施
策
を
挙
げ
て
い
る

5

実
行
性
確
保
に
向
け
た
提

案:・

「市
民
に
分
か
り
ゃ
す
い

表
現
な
ど
の
工
夫
を
し
た
「
情

械
の
公
開

・
提
供
」
に
努
め
る

べ
き
」
な
ど
、

6
つ
の
提
案
を

し
て
い
る

社
会
の
高
齢
化

…
お
答
え

H

J4

、

4
1

…
こ
伴
い
、
介
護
に

対
す
る
不
安
は
、
だ
れ
も
が
抱

え
る
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
介
護
保
険
制
度
は
市
民
の

大
き
な
閃
心
叫
に
な
っ
て
お
り
、

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
立
場
に

立
っ
た
利
用
者
本
位
の
事
業
運

営
が
憎
ま
れ
て
い
ま
す
。

法
体
で
は
、
制
度
の
円
滑
な

運
併
を
図
る
た
め
、
市
町
村
介

護
保
険
事
業
計
阿
を
策
定
す
る

覧
で
き
ま
す
。
配
位
場
所
は
、

市
役
所

4

階
市
民
ホ
l
ル
、
同

=一階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
駅

前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー、

各
公

針
の
作
成

平
成
日
年
度
中

。
問
い
合
わ
せ
先
環
境
政
策

課

(内
線
6
5
9
)

神
奈
川
中
央
交
通
で
は
、
圏

内
初
の
試
み
と
し
て

「環
境
定

期
券
」
を
噂
入
し
ま
し
た
。
パ

ス
の
通
勤
定
期
券
を
持
つ
人
は
、

士

・
日
略
目
や
祝
円
な
ど
に
は

定
期
券
の
区
間
以
外
で
も

一
作

百
円
、
同
作
の
家
族
も
百
円

(
子
ど
も
五
十
円
)
で
乗
車
で
き

ま
す
。

現
布
、
パ
ス
利
川
将
は
全
国

的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
平
塚
市
で
は
保
健
、
医

療
福
祉
の
専
門
の
方
と
、

一
般

公
判
事
に
よ
る
被
保
険
者
代
ぷ
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
策

審
姿
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
委
只
会
は
八

月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
会

議
に
お
い
て
、
委
只
の
総
意
に

よ
り
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
、
委
員
会
の
開
催
円
時

の
お
知
ら
せ
や
会
議
録
の
公
聞

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
制
度
の
細
か
い
内
容

な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て

の
方
針
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時

点
で
、
地
域
説
明
会
を
聞
い
た

り
広
報
紙
に
掲
減
し
た
り
し
て

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

-
担
当

介
護
保
険
準
備
室

(内
線
4
7
2)

。

。

※
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
提
案
は

お
気
軽
に
広
報
広
聴
課
広
聴
担

当
(
内
線
3
5
5
)
へ
お
帯
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
市
長
へ
の
手
紙
:
・
郵
送
料
市

負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
市

の
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す

マ
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス
:
・
送
臼

料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号

は
0
1
2
0
1
7
0
4
5
8
9

AV
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av 

• 
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A
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av 
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av 

マ
ト
が
持
っ
て
い
る
可
能
性
を
守
り
育
て
た
結

来
だ
っ
た
の
で
す
。

子
ど
も
の
可
能
性
や
成
長
も
、
こ
の
ト
マ
ト

と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

公
開
講
座
を
開
く

子
ど
も
の
可
能
性

「
子
ど
も
の
心
の
育
ち
に
来
た
す
家
庭
の
役

制
」
を
テ
l
マ
に
、
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ

ー
で
公
開
講
座
を
聞
き
ま
す
。
講
師
は
成
光
学

国
主
任
指
導
員
の
藤
野
知
弘
先
生
で
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
峰
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
凶
月
日
日
(金
)
午
前
叩
時
1
正
午

マ
会
場
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
通
図
・

通
学
の
幼
児
・
見
遊
・
生
徒
の
保
護
者

マ
定
貝
別
人

マ
申
し
込
み
方
法
む
話
で
、
子
ど
も
教
育
相

談
セ
ン
タ
ー

(宮
部
|
6
0
1
2
)
へ

※
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
方
の
た
め
に

プ
レ
イ
ル
1
ム
を
用
法
し
ま
す

A
V
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

出
川
持
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
2

数
年
前
、

一
本
の
ト
マ
ト
に
何
万
と
い
う
突

を
付
け
さ
せ
る
栽
培
技
術
が
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
「
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
ト
マ
ト
が
な
る
の
で
す
か
」
と
い
う
質
問

に
、
科
学
者
は

「全
て
の
可
能
性
は

一
粒
の
種

子
の
中
に
あ
り
ま
す
。
私
は
、
た
だ
そ
の
可
能

性
を
ト
マ
ト
が
拙
大
限
に
生
か
せ
る
よ
う
に
援

助
し
た
だ
け
で
す
」
と
特
え
ま
し
た
。

人
間
の
技
術
で
全
く
追
っ
た
品
種
の
ト
マ
ト

に
改
造
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
惜
し
み

な
い
努
-Hと
長
い
年
刀
を
貨
や
し
て
、
生
来
ト

家
庭
で
の
リ
ハ
ビ
リ
の
注
意
点
は

当
の

「寝
た
き
り
」
に
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま

す。
大
切
な
の
は
、
医
師
と
相

談
し
な
が
ら

一
日
も
早
く
起

き
上
が
る
こ
と
で
す
。

ま
ず
初
め
に
ベ
ッ
ド
に
座

り
、
上
手
に
座
れ
た
ら
ベ

ッ

ド
の
そ
ば
で
立
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。
上
手
に
立
て
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
次
は
事
い
す

で
ト
イ
レ
に
行
っ
て
み
ま
し

ょ、っ
。

こ
の
よ
う
に
、
生
前
の
中

で
足
腰
を
使
う
こ
と
が
リ
ハ

ビ
リ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
安
全
に
リ
ハ
ビ
リ

を
進
め
る
た
め
に
、
専
門
の

理
学
療
法
士
か
ら
細
か
い
指

導
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
で

す。-
保
健
セ
ン
タ
ー

宮
(
泊

)
0
3
1
1

賃
坦

@ 
品
、
勺

排
他

・
着
替
え
な
ど
)
を
、

で
き
る
純
闘
で
自
分
で
す
る

こ
と
が
リ
ハ
ビ
リ
と
な
る
の

で
す
。き

て
、
み
な
さ
ん
は

「只

合
が
悪
く
な
っ
た
ら
安
静
が

Q

家

庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
(
以
下
リ
ハ

ビ
リ
)
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
普
段
ど
ん

な
点
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

お
答
え

A
リ
ハ
ビ
リ
と
は
、
単
に

訓
練
や
述
動
を
指
す
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
本
米
の
な
味

は、

何
ら
か
の
原
因
で
不
向

由
に
な
っ
た
体
を
、
で
き
る

限
り
元
の
状
態
に
回
復
さ
せ

る
た
め
の
す
べ
て
の
努
力
を

指
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、

日
常
生
前
で
の

当
た
り
前
の
動
作

(食
中

・

第

一
、
そ
の
方
が
楽
だ
し
介

護
も
手
が
か
か
ら
な
い
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
し
か

し
、
こ
れ
は
誤
解
で
す
。
皮

が
過
ぎ
た

「安
静
」
は
、
足

腰
や
内
蔵
、
精
神
の
衰
え
な

ど

「出
席
則
続
候
牒
」
を
招
く

と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
本

ふとんや、 じゅうたんは「燃せないとみ」や「資源再生ごみ」 ではなく、

「臨時ごみ(有料)Jです。収集のお申し込みは、環境業務謀 〈内線530)へ。

主主お、 環境事業センター(大神3230・855-6615)へ直接持ち込まれる方

は、事前に同センターへと連絡ください。

じゅう7と人Jは;
「臨時ごみ」です

~ごみ減量のポイントは分別の仕方と出し方です~

ふとん、
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